
 

 

 

 

 

 

未来の有権者として学ぶ ～選挙出前授業～ 

 ６月２日（火）、６年生を対象に選挙出前授業を行いました。講師として桑名市選挙管理委員会の方

をお招きし、選挙の仕組みや投票の大切さについて学びました。 

 授業では、「なぜ選挙が行われるのか」「私たちの生活と選挙はどのようにつながっているのか」など

について、分かりやすく説明していただきました。子どもたちは、真剣な表情で話を聞きながら、選挙

が私たちの暮らしや社会を支える大切な仕組みであることを学んでいました。 

 説明の後には、模擬選挙を行いました。実際の選挙で使用されている投票箱や記載台を使い、一人ひ

とりが投票を体験しました。子どもたちは、本番さながらの雰囲気の中で、自分で考えて一票を投じる

経験をすることができました。 

 

 今回の学習を通して、子どもたちは選挙を身近なものとして捉えるとともに、社会の一員として自分

の考えを持つことの大切さについて考える機会になったことと思います。 

 １８歳になると選挙権を持ち、社会の一員として大切な一票を投じることになります。今回の学びが、

将来の主権者としての意識を育む第一歩となることを願っています。 

 

交通安全教室〜命を守るための「止まる・見る・待つ」〜 

 ６月４日（木）、交通安全教室を実施しました。講師として交通安全指導員の方をお招きし、１・２

年生は歩行教室、３～６年生は自転車教室を行いました。 

 １・２年生の歩行教室では、安全な道路の歩き方や横断歩道の渡り方について学びました。道路を渡

る前には必ず立ち止まり、左右の安全を確認すること、横断歩道では手を挙げて渡ることなどを教えて

いただきました。子どもたちは、指導員の方の話を真剣に聞きながら、安全な行動について確認してい

ました。 

 ３～６年生の自転車教室では、自転車は便利な乗り

物である一方、使い方を誤ると事故につながる危険が

あることを学びました。交差点での安全確認や一時停

止の大切さ、自転車も交通ルールを守る必要があるこ

とについて説明を受けました。また、ヘルメットの着

用が命を守ることにつながることについても教えてい

ただきました。 
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 子どもたちは、実際の場面を想定しながら話を聞き、自分自身の交通安全について考える機会となり

ました。今回学んだことを、登下校だけでなく日常生活の中でも生かし、自分の命を守る行動につなげ

てほしいと思います。 

 もうすぐ夏休みを迎えます。子どもたちが地域で過ごす時間が増え、自転車に乗ったり、友だちと出

かけたりする機会も多くなります。楽しい夏休みを安全に過ごすためには、一人ひとりが交通ルールを

守り、「自分の命は自分で守る」という意識を持つことが大切です。 

 学校でも継続して安全指導を行ってまいりますが、ご家庭におかれましても、自転車の点検やヘルメ

ットの着用、横断歩道での安全確認などについて話題にしていただき、お子様と一緒に交通安全につい

て考える機会としていただければ幸いです。 

 

社会を支える企業の工夫を学ぶ ～５年生社会見学～ 

６月１６日（火）、５年生が社会見学を行い、味の素（株）東海工場と本田技研工業鈴鹿製作所を見

学しました。 

 味の素（株）東海工場では、「ほんだし」が作られる様子を見学しました。子どもたちは、普段家庭で

使われている調味料が、厳しい品質管理や衛生管理のもとで製造されていることを学びました。また、お

いしさだけでなく、安全・安心を第一に考えながら製品づくりが行われていることや、日本の食文化を支

える企業の工夫や努力について知ることができました。 

 本田技研工業鈴鹿製作所では、自動車が製造される

工程を見学しました。広い工場の中で、多くの人や機

械が協力しながら作業を進める様子に、子どもたちは

驚きの声を上げていました。また、本田技研工業が大

切にしている「挑戦する心」や「よりよいものづくり

を目指す姿勢」に触れ、一台の自動車が多くの工夫と

努力によって作られていることを学びました。 

 

 今回の社会見学を通して、子どもたちは私たちの暮らしを支える製品の背景には、多くの人々の努力

や工夫があることを学びました。また、安全・安心を大切にする姿勢や、よりよいものを目指して挑戦

し続けることの大切さについても考える機会となりました。 

 実際に見て、聞いて、体験したことは、教室での学習だけでは得られない貴重な学びです。子どもた

ちには、今回の見学で学んだことを今後の社会科の学習に生かすとともに、働く人々の思いやものづく

りへの情熱にも目を向けてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 



地域の伝統にふれる ～千羽鶴づくり体験～ 

 ６月２６日、３年生が「桑名の千羽鶴」づくりを体験しました。講師の先生をお招きし、越前和紙を

使って、一枚の紙から連なった鶴を切り離すことなく作り上げる伝統の技法を教えていただきました。 

 子どもたちは、講師の先生の説明を真剣に聞きながら、

折り方や切り方を一つ一つ丁寧に進めていました。細かな

作業に苦戦する場面もありましたが、友達と教え合った

り、完成した作品を見せ合ったりしながら、楽しそうに取

り組む姿が見られました。 

 

 今回の体験を通して、子どもたちは桑名に受け継がれて

きた伝統文化の素晴らしさや、作品づくりに込められた職人の技と工夫に触れることができました。ま

た、一つの作品を丁寧に仕上げることの大切さや、地域の文化を受け継いでいくことの意義についても

学ぶ貴重な機会となりました。 

 これからも地域の自然や歴史、文化に親しむ学習を大切にし、ふるさと桑名への愛着や誇りを育んで

いきたいと考えています。 

 

命を守るために ～防災学習～ 

 ６月２９日 （月）３０日（火）、市役所防災危機管理課の方を講師にお招きし、４・５・６年生を対象

に防災学習を行いました。災害はいつ起こるか分かりません。「自分の命は自分で守る」という意識を育

てることを目的に、学年ごとの発達段階に応じた学習を行いました。 

 ４年生は、災害に備えて非常持ち出し品について学んだ後、水消火器を使った消火体験を行いました。

体験を通して、「備えること」と「落ち着いて行動すること」の大切さについて理解を深めました。 

 ５年生は、「地震に備えて」をテーマに、地震が起きたときに身を守る行動や、日頃から家庭で備えて

おくことの大切さについて学びました。災害は特別なものではなく、いつ起こってもおかしくないとい

う意識を持つことの重要性を学ぶ機会となりました。 

 ６年生は、南海トラフ地震について学習しました。発生が

想定される地震の特徴や被害について学ぶとともに、防災倉

庫に備蓄されている資機材を見学しました。また、災害時に

使用する簡易トイレの組み立て体験にも取り組み、避難生活

を支えるための備えについて理解を深めました。 

 

 子どもたちは、それぞれの体験を通して、「もしも」のときに落ち着いて行動することや、日頃から備

えておくことの大切さについて考える機会となりました。また、防災は学校だけでなく、家庭や地域とと

もに取り組むことが重要であることにも気付くことができました。 

ご家庭でも、避難場所や避難経路、非常持ち出し品などについて話し合い、防災について考える機会

としていただければ幸いです。 



今月のことばの力：「できると思う心から」 

 夏の日差しが日に日に強くなり、１学期もまとめの時期を迎えました。子どもたちは、この４か月の

間に学習や運動、係活動、学校行事など、さまざまな経験を重ねながら成長してきました。授業で積極

的に発言する姿や、友だちと協力して活動する姿からも、一人ひとりの成長を感じています。 

 一方で、子どもたちは日々の学校生活の中で、「難しそうだな」「自分にはできないかもしれない」と

感じる場面に出会うことがあります。新しいことに挑戦するときほど、不安な気持ちになるものです。 

 

 そこで、今月の「ことばの力」として、画家のパブロ・ピカソの言葉を紹介します。 

 

「できると思えばできる。できないと思えばできない。」 

 

 ピカソは、スペイン出身の画家で、「20 世紀最大の

芸術家」とも呼ばれる人物です。子どものような自由な

発想を大切にしながら、これまでない新しい表現に挑戦

し続けたことで知られています。 

 

 この言葉には、「まず自分を信じて挑戦することが大切だ」という意味が込められています。もちろ

ん、最初から何でもできるわけではありません。しかし、「やってみよう」「できるようになりたい」

と思う気持ちが、成長への第一歩になります。 

 

 学校は、できる人だけが評価される場所ではありません。できないことやうまくいかないことに出会

ったときに、「どうすればできるようになるだろう」と考え、挑戦する場所です。その過程で失敗する

こともありますが、挑戦を重ねることで少しずつ力が身についていきます。 

 １学期を振り返ると、子どもたちはそれぞれの場面で多くの挑戦をしてきました。以前は難しいと感

じていたことができるようになったり、自分から行動できるようになったりした姿もたくさん見られま

す。それは、「やってみよう」という気持ちを大切にしてきた結果ではないでしょうか。 

 ご家庭でも、ぜひ結果だけでなく、お子さんが挑戦したことや頑張った過程に目を向け、「やってみ

てよかったね」「頑張ったね」と声をかけていただければ幸いです。その言葉が、子どもたちの自信と

なり、次の挑戦への力につながります。 

 これからも本校では、一人ひとりの「やってみよう」という気持ちを大切にしながら、子どもたちが

安心して挑戦できる学校づくりを進めてまいります。７月もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【７月・８月の行事予定】 

 

 

 

１日（水） なかよし班 3・5 年 

３日（金） ワックスがけ・図書貸出終了 

６日（月） 着衣水泳・図書返却機関（～10日） 

７日（火） 着衣水泳 

８日（水） 着衣水泳・分団会議② 

９日（木）～１４日（火） 個人懇談会 A4・13：00 下校 

１４日（火） 給食終了 

１５日（水） A3・11：30 下校 

１６日（木） 大掃除 A3・11：30 下校 

１７日（金） １学期終業式 A3・11：30 下校 

２１日（火）～８月３１日（月） 夏季休業日 

８月１０日（月）～８月１６日（日） 学校閉鎖日 


